
平成22年度

決算特集　福祉や教育など、さまざまな場面で使われる一般会計。町の台所は、左で紹介している「特別会計」
以外はすべて一般会計で処理しています。

　この数値が基準を上回ると、財政運営が厳しいとして国に
指定されます。
　町は、いずれの基準も下回りました。

１ 一般会計の概要

２ 財政健全化判断比率

実質赤字比率……… 一般会計の赤字額が、標準財政規模（町の財政の大きさ）と比べてどのくらいあるかを示

したもの。

連結実質赤字比率… 一般会計だけではなく、特別会計も含めた全会計を合算し、町全体の赤字額を示したも

の。一般の会社などで行われている「連結決算」と同じ意味合いを持ちます。

実質公債費比率…… 借入金の返済などが、標準財政規模に対してどのくらいあるのかを示したもの。この数

字が大きいほど、借入金返済に追われ、資金繰りが苦しいということになります。

将来負担比率……… 借入金の返済や将来負担することになるものの残高を、標準財政規模に対してどのくら

いあるのかを示したもの。この数値が大きいと、現在の負担はそれほどでなくても、将

来の負担が大きいということになります。

〈各指標の解説〉

中泊町
地域観光力向上事業
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実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

平 成 2 1 年 度 － 5.19% 18.5% 159.5%
平 成 2 2 年 度 － 1.38% 17.1% 119.8%
早期健全化基準 14.85% 19.85% 25.0% 350.0%
財政再生基準 20.0% 35.0% 35.0%
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（単位：千円）

（単位：千円）

総額 8,292,079千円

自主財源 依存財源

町税
719,015
8.7％

地方交付税
4,218,650

50.9％

国庫支
出金

854,689
10.3％

町債
917,500
11.1％

その他
47,844
0.6％諸収入

161,052
1.9％

使用料及
び手数料
94,655
1.1％

財産収入
・繰入金
325,121
3.9％

繰越金
139,457
1.7％

分担金・負担
金・寄付金

36,701
0.4％

地方譲
与税

96,456
1.2％

地方消費
税交付金
110,798
1.3％

総額 8,174,615千円

総務費
1,583,861

19.4％

民生費
1,124,298

13.8％

衛生費
1,377,340

16.8％

教育費
911,618
11.2％

公債費
1,383,968

16.9％

農林水産業費
593,127
7.3％

商工費
99,950
1.2％

土木費
484,507
5.9％

消防費
498,664
6.1％

県支出金
570,137
6.9％

労働費
4,251
0.1％

議会費
106,495
1.3％

災害復旧費
6,531
0.1％

入
っ
た
お
金
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た
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金
の
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を
紹
介
し
ま
す

使用料及び手数料…………施設を使ったり、住民票の交付などでお支払いいただいたお金

財産収入……………………財産の運用と売り払いで得たお金

繰 入 金……………………基金の取り崩しで得たお金

分担金、負担金、寄附金…受益者に負担してもらったお金や、ふるさと納税でいただいた寄附金など

地方譲与税…………………自動車重量税などから町に配分されたお金

地方消費税交付金…………地方消費税（県）のうち町に配分されたお金

地方交付税…………………国から町の財政力に応じて分配されたお金

国庫・県支出金……………補助金などで国や県が交付したお金

町　　債……………………さまざまな事業を行うために町が借りたお金

〈
主
な
用
語
〉

総 務 費…………広報、税務、戸籍、統計調査、選挙など、総括的なことに使われるお金

民 生 費…………高齢者の福祉や各種手当、保育所の運営などに使われるお金

衛 生 費…………ごみ処理や健康診断、病院の負担・維持などに使われるお金

農林水産業費……農林水産業の振興などに使われるお金

商 工 費…………商工業や観光事業などに使われるお金

土 木 費…………道路整備や公営住宅の建設・維持管理などに使われるお金

消 防 費…………消防事務組合への負担金や消防活動・車両維持などに使われるお金

教 育 費…………小・中学校の運営、公民館や文化センターの施設運営などに使われるお金

公 債 費…………借金の返済にあてるお金

〈
主
な
用
語
〉

　東北新幹線全線開業に備え、町内の
事業者を対象に受け入れ態勢の強化を
図るため、町商工会が研修会を行いま
した。リーダー育成、ホスピタリティ
向上、情報発進力向上の３種類の研修
会を行いました。



平成22年度

決算特集

一般会計のほか、町には特定の事業を行う目的で設置される特別会計があります。
一般会計と９つの特別会計の収支を一覧にしました。

●一般会計の性質別歳出
　下の円グラフは、歳出を使う性質によって分けた表です。

●借金（公債費）残高
　昨年度末時点の公債費の残高です。約５億円近く減らしています。

平成21年度末 平成22年度末 比較増減

一般会計 11,014,483 10,724,399 ▲ 290,084

国民健康保険 303,157 288,891 ▲ 14,266

介護保険事業 10,000 5,000 ▲ 5,000

農業集落排水事業 372,038 354,630 ▲ 17,408

漁業集落排水事業 244,130 235,909 ▲ 8,221

水道事業（企業債） 2,767,814 2,604,858 ▲ 162,956

合　　　　　計 14,711,622 14,213,687 ▲ 497,935

収　入 支　出 差 引 額

一般会計 8,292,079,771 8,174,615,594 117,464,177

国民健康保険（事業勘定） 2,421,505,495 2,487,822,651 ▲ 66,317,156

国民健康保険（診療施設勘定） 242,437,206 640,590,933 ▲ 398,153,727

老人保健事業 185,234 185,234 0

介護保険事業 1,427,670,712 1,423,344,344 4,326,368

農業集落排水事業 36,898,043 36,443,402 454,641

漁業集落排水事業 28,703,176 28,344,324 358,852

特別養護老人ホーム静和園事業 322,878,278 316,548,599 6,329,679

後期高齢者医療 224,111,799 224,063,462 48,337

水道事業（収益的） 358,598,037 295,874,336 62,723,701

合　　　　計 13,355,067,751 13,627,832,879 ▲ 272,765,128

（単位：円）

（単位：千円）

３ 各会計別の概要

４ そのほか地域づくり団体
全国研修交流会

青森大会分科会開催

389千円
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小泊中学校
屋内運動場整備

248,661千円
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※特別養護老人ホーム静和園事業は、公債費残高なし。

（単位：千円）

義務的
経費

2,033,424
24.9％

人件費
1,391,503

17.0％

その他の
経費

5,177,007
63.3％

投資的
経費

964,185
11.8％

扶助費
641,921
7.9％

普通建設事業・
災害復旧費

964,185
11.8％

物件費
982,191
12.0％

繰出金
809,304
9.9％

補助費等
1,098,529

13.4％

公債費
1,383,968

16.9％

投資及び出資金・貸付金
81,593　1.0％

積立金
725,522　8.9％

維持補修費
95,900　1.2％

　耐震診断で建て替えが必要と判断さ
れた小泊中学校屋内運動場を整備しま
した。
　今年から、学校の教育活動や地域活
動に使用されています。

　地域づくり団体が一堂に集い、研修・
交流を行う同大会。昨年は青森県で開催
し、分科会を町でも開催しました。
　中泊町グリーン・ツーリズムの会「か
けはし」が中心となって、全国からのお
客様を迎えました。


